
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人アニマルパスウェイと野生生物の会 
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2021 年 4月～2022 年 3月における当会活動について、公益信託経団連自然保護基金（KNCF）助成を受け 
実施致しました関連活動内容を以下に報告いたします。 

なお、COVID-19 の感染拡大に伴い、7月末から 3月に掛けての第 5波、第 6波の感染増大に対する緊急事
態宣言・蔓延防止宣言等の発令がなされ、一部調査活動などは状況をみての実施としました。 

１. 2021 年度事業の実施方針 

    「アニマルパスウェイの一般化プロジェクト」を実施し、これまでのロードキル調査、遺伝子の多様性調査、生態調
査などをもとにアニマルパスウェイの設置提案およびロードキル対策等を実施し、2022 年度(当会創立 10周年)に
様々な機会をつくり公表し、多くの皆さんに知っていただきたく機会としたいと思います。 

２．役員会・総会 

  （１）2021 年度第 1回役員会 
4 月 23 日 15 時より 8名の役員が出席のもと、Zoom にて開催。 
議事内容は、2021 年度報告・収支決算、2021 年度計画・予算案についておよび 2021 年度役員案について
審議し、主に下記について情報共有しました。 

  （２）2021 年度第 2回役員会 
10 月 17 日湊理事/会長をはじめ全理事・監事が出席し、URL ホストの吉田さんを加えて開催。 
会長挨拶、各役員の近況報告の後、代表理事の司会で議事に入った。 
主な内容として、本年度上期報告・上期収支については緊急事態宣言などで、予定の一部 
の活動は延期となったので、予算執行実績実績も少なめだった。全体としては承認された。 
本年度下期計画・予算については、下記の活動が承認された。エコプロ展出展、巣箱掛け調査等の実施、シ
ンポジウム開催の是非等、10 周年記念アニメ制作、アニマルパスウェイ情報交換会（12 月および 2月に実
施）等についてなどが話し合われました。 
 

（３）2021 年度通常総会（第 10 回） 
 
6 月 6日 通常総会を開催しました。出席正会員 28名（正会員出席 17名  委任・書類出席 6名、一般会員・
賛助会員 5名）が参加され、Zoom にて 10 回目の通常総会を開催しました。議長は湊会長が指名された。 
下記 3議案について満場一致にて議決、承認頂きました。 
第１号議案 2020 年度事業報告および収支決算承認の件 
第２号議案 2021 年度事業計画および予算について 
第３号議案 2021 年度役員案：小田信治氏、屋祢下（猪熊）千恵氏の 2名新理事に就任。 
（6 月中に法務局に、役員変更について届け出がなされました。） 

2021 年度事業テーマ：本年度は「アニマルパスウェイの一般化」をテーマとしました。 

なお、2022 年 3月末現在の会員数：特別会員 1名、正会員 25名、一般会員 25名、協賛会員 7社です。 

 

 

 

 

 
 
 
 

2021 年度第 1回役員会                        2021 年度通常総会 
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３．アニマルパスウェイの普及啓発活動 

（１）絵本等の寄贈、展示会・シンポ  

①7月 8 日  北杜市教育委員会に絵本・ヤマネイラスト画寄贈 
7 月 8日は湊会長、饗場理事と代表理事で北杜市役所を訪問、上村市長、輿水教育長、加藤教育部長、 
宮川政策秘書部長の皆様とお会いし、「ヤマネのマルくん南の森へ」を市内の 5年生全員に渡る様寄付 
しました。また、当会をご支援いただいているイラストレーターKAZU 氏が描いた市のシンボルの二ホン 
ヤマネのイラスト画を贈呈しました。 
ヤマネやアニマルパスウェイ、SDGs や教育について様々意見交換をしました。 
 

 

 

 

 

 

 

         絵本小冊子を北杜市長に贈呈        会長よりヤマネのイラスト画を贈呈 

②12 月 8日～10日 エコプロダクツ展 2021「持続可能な社会の実現に向けて」に出展 
今回は一般社団法人ヤマネ・いきもの研究所（DWI）とも連携しエコプロ展に出展しました。 
昨年はコロナ禍で中止になり、本年はコロナ感染の第 5波が下火になった谷間に開催され、2年ぶりの出展とな
りました。当初のエコプロ展に比すと規模は 30％程度になったようですが、反面小中学生などの来場は変わらず
、ブースへの来場者は増加しました。3日間で約 5.5 万人の来場があり、当会ブースへは約 1,000 名でした。会員
ボランティア等 11名により、準備日と展示 3日間の対応を行い、自治体関係者、研究者、自然保護団体などの
来場者もあり、意見交換することが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

③環境教育教材への貢献  
小中高校および大学向けの教材への資料提供：多くの出版社や教員よりアニマル 
パスウェイのコンテンツ提供要請あり、これまで理科、社会科、英語、倫理教育等に役立てて 
いただいている。また大学の授業などでの使用許可願いがある。 
2 冊の教科書に掲載されています。 
 ・ 株式会社日本入試センター（SAPIX）の学習塾「サピックス小学部」の環境学習講座にて 
   アニマルパスウェイ紹介 
 ・ 啓林館中学校英語教科書および問題集など 
 ・  東京書籍 高等学校公民科用教科書 「公共」（令和 4年度） 
    の環境倫理を考えさせる材料としてアニマルパスウェイ 
    が使用されている。 
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④アニマルパスウェイ啓発アニメ映画の製作企画  
ロードキルやアニマルパスウェイについてまだまだ市民認知度が低いため、普及が進みません。ネット動画や SD
Gs 映画祭などに応募できるような啓発アニメ化が出来ないか模索しています。企画、シナリオ、設定、脚本を 202
1 年度に製作し、製作協力者を探す。なお、デザイン、絵コンテ、原画作成、動画化、アフレコなどは 2022 年度の
当会 10周年事業として行う予定で推進中です。APW一般化のプロジェクトの主軸としていきます。本件について
は原作案をとりまとめ、とりあえず漫画化することとし、プロの漫画家に依頼し製本化するとともにアニメ化のため
の資金をクラウドファンディングで計画中。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

    

            表    紙                   リスのロードキルから 

 
 ⑤寄付自販機の普及 
｢森と命を繋ぐ架け橋支援プロジェクト｣を推進、全国の道路利用企業や関心を持っていただける企業、団体など
のサプライチェーンの一環としての SDGs 活動で、アニマルパスウェイ支援自販機による寄付に取り組んでいた
だく。また自販機で買うことにより多くの方に参加意識を醸成する。2020 年度は盛岡市動物公園に設置頂いた。2
021 年度は新たに大成建設本社内にも増設頂き、これまでの約 20基余の 9年間における自販機寄付の累計は
約 375 万円となりました。有意義に活用させて頂いております。感謝申し上げます。 

⑥11 月 4 日 経団連自然保護協議会の企業の環境教育で保全事例として岩本副代表理事講演 
経団連自然保護協議会と二ホンヤマネ自然保護グループで行っている企業の環境人材育成の研修が 
行われました。その第 2回目は 11 月 4 日は清里からリモートで湊会長が実施、その一部の環境保全事例とし
てのアニマルパスウェイの活動について当会の岩本副代表理事が講演しました。本研修は経団連会員企業向
けです。 
なお、これに関連して経団連自然保護協議会の会誌 KNCF NEWS No.88 には湊会長が執筆されました。（会員
HP に掲載済） 

⑦YOUTUBE に樹上性動物のアニマルパスウェイ利用映像（那須平成の森）を編集し公開。 
DVD化し、エコプロ展にて上映。来場の多くの皆さんに見て頂いた。（小林理事担当） 
「知ってるつもり」シリーズ https://www.youtube.com/watch?v=WroPOyNTBwc 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

https://www.youtube.com/watch?v=WroPOyNTBwc
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（２）他団体との連携等 

①6 月 19 日 道路生態研究会（当会は団体会員）令和 3度総会及び研究発表会の開催 
Zoom併用の総会にて昨年度報告ならびに今年度計画が承認されました。 
今後の活動の中で当会とシンポジウムなどの共催を検討されるとのことです。 
その後、研究会が開催され、末次優花さん（当会メンバー）、園田陽一さん（当会理事）が本年 3月に博士号を
取得された論文の内容を発表されました。 

・オオタカ保護とロードキル対策の比較による里地里山の野生生物保護管理に関する研究 
末次優花さん（元鳥取大学大学院/（株）地域計画建築研究所、当会会員） 
オオタカの保全における技術や仕組みは出来ているがロードキル対策の技術や仕組みはまだ不十分で、ま
ずはロードキルの記録様式を統一して記録を蓄積することが重要というご提案があり、指定した様式に道路管
理者に書いてもらうようにしたらどうかという参加者からの意見もありました。 

・哺乳類の生息地連続性確保のための道路横断施設の計画に関する研究 
園田陽一さん（元筑波大学大学院/（株）地域環境計画、当会理事） 
EU 各国ではベルン条約でNatura2000（生息地指令）を実装している。道路などの野生動物の横断や 
ロードキルを包括的な LifeProgramme で自治、やＮＧＯが主体となって実施され、それなりの資金も供与され、
生息地の保全等が推進されているとのことで、道路横断施設が国の施策として位置づけられていない日本の
現状との取り組みの違いが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   末次氏によるロードキルに関する発表 

                                      園田氏の博士号論文でも APW紹介          
   

 

（３）国際発表と連携 

①ICOET2021（International Conference on Ecology & Transportation：9 月 22 日～29日開催）において、当会から

は富士山のロードキル要因解析結果についてポスター発表（園田理事）しました。 

②Asia Transportation Ecology Forum（12 月 22,23 日開催） 

園田理事が日本の動物横断施設の現状を紹介しました。中国主催であり、技術的には我が国に及ばないが、発

信力は中国の方が上ではないかとの感想がありました。 

③Folia Primatologica」(霊長類学会誌)にアニマルパスウェイについてのこれまでの成果について、湊会長が中心と

なり、我が国のアニマルパスウェイ等の取り組みを紹介する論文として執筆投稿しました。（査読論文：修正原稿提

出済）広く、採用されれば世界に PRできる機会となります。 

 「Research and Popularization of The Dormouse Bridge and The Animal-pathway as Biodiversity   

Conservation Corridors by protecting Arboreal Animals. 」 

 

 

 

https://conservationcorridor.org/ccsg/ccsg-news/2021/12/outcomes-of-the-1st-asia-transportation-ecology-forum/
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                                        Asian Transportation Ecology Forum 
 
 
 

 

 

 

     ICOET2021 に発表したポスター 

④気候変動枠組み条約COP26 が 11 月 1日から開催し、環境省が展示 

11 月 1 日から英国グラスゴーにて気候変動枠組み条約第 26 回締約国会議（COP26）が開催され、 

日本からも岸田首相が参加されましたが、現地政府パビリオンでグッドライフアワードの受賞者としてアニマルパ

スウェイ研究会の活動が展示されたそうです。 

⑤首相官邸海外向け SNS「JAPAN GOV」でアニマルパスウェイ紹介  

11 月 7 日以後、首相官邸の海外向け SNS(JAPAN GOV）でもアニマルパスウェイが発信されました。沢山のコメ

ントといいね(facebook で 2,077 件)が寄せられました。影響力大です。 

Twitter https://twitter.com/japangov/status/1457325842015535109?s=21 

Facebook https://www.facebook.com/676042872452848/posts/4573017469422016/?d=n 

 Small forest animals facing extinction due to the development of roads that divide their natural habitats 

is an issue today. It came to the attention of Animal-pathway Research Society Chairman MINATO 

Syusaku and The Animal-pathway & Wildlife Association 一般社団法人 アニマルパスウェイと野生生物

の会, who in response worked with construction companies to make the 6.4m high, 13.6m long 

#AnimalPathway pedestrian bridge for small animals, birds, and insects. Their effort preserves 

biodiversity by enabling fauna to move and live safely.  

https://www.animalpathway.org/en/welcome/ 

⑥2月 9日   饗場理事が JICA 研修でアニマルパスウェイ等を講演。   

 ・JICA 北海道事業： 中南米 英語（自然環境保全コース）青年研修（遠隔研修） 

 ・対象国：ジャマイカ、ベリーズ、ドミニカ、スリナム等 中南米 11か国 ・参加者： 7 名  

 「協働による自然環境保全事例～森と命をつなぐ歩道橋「アニマルパスウェイ」の開発と普及について」講演しま 

 した。 

  

 

 

 

https://twitter.com/japangov/status/1457325842015535109?s=21
https://www.facebook.com/676042872452848/posts/4573017469422016/?d=n
https://www.facebook.com/animalpathway/?__cft__%5b0%5d=AZUoesZAzdWzn02UyGbDibZTSSlK5-70-3SIMpV0jxJFM8L_BS2o5douflhAWPtfZxHs1ee9_ZZrTQEWoK9XapkLKWh_nULWxMCwhI-VuZSBL4k6HhH8n788nj2hpzU9YjBQ5dQwh-hITcfIgaRD_H8q&__tn__=kK-R
https://www.facebook.com/animalpathway/?__cft__%5b0%5d=AZUoesZAzdWzn02UyGbDibZTSSlK5-70-3SIMpV0jxJFM8L_BS2o5douflhAWPtfZxHs1ee9_ZZrTQEWoK9XapkLKWh_nULWxMCwhI-VuZSBL4k6HhH8n788nj2hpzU9YjBQ5dQwh-hITcfIgaRD_H8q&__tn__=kK-R
https://www.facebook.com/hashtag/animalpathway?__eep__=6&__cft__%5b0%5d=AZUoesZAzdWzn02UyGbDibZTSSlK5-70-3SIMpV0jxJFM8L_BS2o5douflhAWPtfZxHs1ee9_ZZrTQEWoK9XapkLKWh_nULWxMCwhI-VuZSBL4k6HhH8n788nj2hpzU9YjBQ5dQwh-hITcfIgaRD_H8q&__tn__=*NK-R
https://www.animalpathway.org/en/welcome/?fbclid=IwAR0AKqHwstlKdKPWDw7E0NO8trDGh7-yB85Ihf4zyUzStjY6Yz0yBettHwg
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（４）会員・関係者間連携アニマルパスウェイ研究会・情報交換会 
   情報交換会を２～３ケ月に 1回程度実施し、森林分断に関して知見のある方々や関心ある方をお呼び 
   し会員・非会員に関わらずネットワーク化を図るきっかけづくりをしている。 

①5月 9日 茶話会 
昨年度も 3回実施した茶話会を、本 年も不定期ですが開催し、様々な情報を共有。 
今年度第 1回目は 5月 9日に 12 名が参加し、zoom にて開催しました。Youtube での当会のモニタリング情報
の公開方法などについて感想や意見を頂戴しました。 
また尾鷲の高速道路下の新しいアニマルパスウェイ（APW）や、今後の展開、富士山周辺へのAPW設置につい
て応援団を増やしたい件、ロードキルや傷ついた野生動物に出会ったときの対応（当会 HPのロードキルの説明
箇所に自治体の担当部署へのリンクを張りました）などについての話がありました。さらに、2020 年度の那須平
成の森のモニタリング映像の一部を見ていただきました。 

 

 

 

 

 
 
   

             茶話会参加者                     情報交換内容例 

②6月 6 日 アニマルパスウェイ研究会：総会後に開催 
富士山のアニマルパスウェイに関する意見書等について会長より説明があり、議論しました。（詳細は会員 HP
に掲載） 

③8月 1 日  アニマルパスウェイ情報交換会を開催 
「環境アセスメント制度について」小田理事のお話を伺いました。 
当日は Zoom にて開催し 12 名の参加でした。また、富士登山鉄道構想に関する追加情報は故大石氏から頂き
ました。1970 年に公害問題の顕在化から公害国会が開かれ様々な法制度が整備されましたが、環境アセスメン
ト「環境影響評価法」が制定されたのは実に 1997 年で施行は 1999 年のことで、非常に遅れています。環境アセ
スメント制度は事業を行う際、その規模が大きく環境影響が著しいものとなるおそれのある場合に、環境影響評
価の手続きを定め行政機関・市民などの意見を求め、当該事業の許認可等に適切に反映させる目的の制度で
す。あくまで性善説に成り立っており、事業者自身が実施。国や自治体が事業の可否判断を行うものではないた
め、罰則や事業中止させる機能は無いそうです。アセスメント手続きを通してコミュニケーションを図り、社会的に
受容されることを目指すものですので、社会的な声を事業に反映させることが肝要です。富士山登山鉄道構想
は 20km 以上に及ぶため環境影響評価法（環境アセス法）の第 1種規模要件に合致し、対象となりますが既存
道路へのアニマルパスウェイなどの設置の必要性は、既存道路の拡幅工事などに関り、法の対象とならない規
模の事業や主に環境影響評価条例などの対象にならない小規模事業が多いと思われます。そのような事業でも
自主的な環境アセスや環境配慮ガイドラインなどに基づいて、分断された森林棲息動物やロードキルの対策の
ための対策を行ってもらいたいものです。韓国では年間 3000 件～4000 件が法の対象事業になるそうですが、
日本では 100～200 件に過ぎないそうです。但し自治体ごとに条例化されているようですので小規模事業も対象
となる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

  小田理事によるアセスメントに関するお話し          山梨県におけるアセスメント適用状況 
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④12 月 17 日 APW情報交換会「ゴヨウマツの富士登山をたすけるホシガラス」開催。 
恒例の年末のアニマルパスウェイ情報交換会リモート（Zoom）で実施しました。 
今回は日程の設定が平日となったため、8 名でした。 
講師は富士スバルラインつながりで、ニホンリスのロードキル情報を多くご提供いただきました都留文科大の非
常勤講師の西 教生氏で、亜高山帯に生息するホシガラス 
などのご研究をされておられます。 
「ゴヨウマツの富士登山を手伝うホシガラス」と題しお話しいただきました。 
ホシガラスの貯食行動は大変興味深く、3,000 ケ所も貯食するそうです。わざわざ低部で採食したゴヨウマツの趣
旨を高標高地域に運んで貯食するそうで、忘れ去られた種子が発芽して富士山の亜高山帯にゴヨウマツの林が
出来たようです。ゴヨウマツの種子はカロリーが高く、ニホンリスも好んでおり、富士山北麓のゴヨウマツ分布域を
選択的に利用しているようです。 
 

 

 

 

 

 

         西 教生先生                 ホシガラスについてのご講演 

⑤2 月 20 日 APW情報交換会「アニマルパスウェイに関る最新動向」案内 

１）園田 陽一理事：富士山周辺のロードキル要因解析の論文化、昨年海外の 2つの学会 

（ICOET および Asia Transportation Ecology forum）における発表状況について 

シカからリスまでのロードキルデータを道路構造や森林種などの要因項目について GLM（general linear model）

で解析、まだ方法が確立されていない動物種による道路影響の大きな要因を導き出す手法を検討、ある程度の

成果を得られている。昨年 9月ネット開催されたICOET（International Conference on  Ecology ＆ 

Trnsportation)2021 においては動物のための大型のオーバーパスの事例紹介が多かったとのこと、 

日本では数例しかなく、この面では大きく遅れている。また 12月に開催されたAsia Transportation Ecology 

Forum では日本の動物横断施設の現状を紹介した。中国主催であり、技術的には我が国に及ばないが、発信

力は中国の方が上。日本の取り組みを海外に大いに発信することが鍵となる。 

 

２）湊 秋作会長：スバルラインへの提言とその後の状況および紀伊半島でのヤマネ調査、アニマルパスウェイ

の提案状況など 

現在、霊長類学会誌に日本の取り組みを紹介する論文を執筆し、20 日最終稿を提出。 

三重県の高速ではヤマネトンネルやアニマルパスウェイを 9年に及び実施、最近では「三重のわ」と名付けたア

ニマルパスウェイを設置し、設置 3ケ月後にヤマネが利用してくれた。（これまでのアニマルパスウェイの公式レ

ポート⇒こちら） 

他地域ではなかなか動かない道路管理者に働き掛けを続けるとともに、今後国立公園内などへのアニマルパス

ウェイ設置や協力いただける学会・団体などに働きかけ、様々な提案をしていきたい。 

紀勢道のアニマルパスウェイの公式レポート⇒こちら 

３）2022 年度の活動計画について 

2022 年度は当会創設 10周年になりますので、記念となる企画を次年度計画に盛り込み実施していきます。 

森の多様性と道路について描くヤマネの冒険ファンタジーアニメなどの企画を検討中。皆様のご協力ご支援をお

願いいたします。 

⑥12 月 18 日 道路生態研究会オンライン見学会/シンポジウム報告 

道路生態研究会（当会は団体会員）では Zoom（オンライン）にて 

環境省沖縄事務所、対馬事務所、奄美事務所、西表事務所の 4事務所の自然保護官の方々から、各島嶼にお

ける野生動物のロードキルのご紹介と対策事例についてお話を伺う機会を得ました。 

奄美大島ではアマミノクロウサギ、ヤンバルのヤンバルクイナ、石垣島事務所からはカンムリワシ、イリオモテヤ

マネコ、対馬のツシマヤマネコについて、動物、道路、車のそれぞれに対する対策や課題が紹介されました。 

  

https://www.icoet.net/
https://conservationcorridor.org/ccsg/ccsg-news/2021/12/outcomes-of-the-1st-asia-transportation-ecology-forum/
https://www.animalpathway.org/wp-content/uploads/2022/02/b45113e83646aa095f668a9d702de31d.pdf
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ヤンバルではケナガネズミに対してのアニマルパスウェイ建設の可能性などの観点から、当会のアニマルパス

ウェイ建設ガイドを沖縄の環境省の保護官事務所宛送付いたしました。 

⑦2 月 18 日   第 21 回野生生物と交通研究発表会開催 

一社）北海道開発技術センター主催でアニマルパスウェイ研究会と ApWA が共催し毎年 2月恒例の野生生物と

交通研究発表会は、第 6波の感染拡大に伴い、完全オンライン形式で開催されました。当会としましては、予定

しておりました発表は残念ながら諸事情により今回は断念しましたが、レールキルやロードキル対策に関する知

見が得られました。 

 

４．アニマルパスウェイ設置・事前事後調査支援、設置提案 

（１）利用生物のモニタリング 

①5 月 6日～9月 30 日  北杜市 APW1 号機のモニタリング実施 
2007 年に最初に公道上に設置されたアニマルパスウェイの北杜市APW1 号機は建設から 14 年を経ています
。有機性のロープ（ヤマネ移動用）が断線しており、巣箱も壊れていますので、メンテナンスの必要があります
が、現状での利用状況を把握するため、モニタリングを再開しました。9 月 30 日に 
データ回収し解析中。なお、映像中にテン、アオダイショウと思われるヘビが利用していました。（爬虫類はAP
W では初めてです。ネズミ類には天敵です。） 

 

 

 

 

 
    

       モニタリングの再開                         APW にアオダイショウ 

   ②那須平成の森 APWのモニタリングデータ解析 
・2018 年度のモニタリングデータの解析 
・2020 年度のモニタリングデータの解析 
2021 年度はモニタリング回線の断線の疑いがあるため、実施しておりませんが、過去のデータ解析を 
実施。 
主に判明したことは、以下の通りです。 
・利用するヤマネ、ヒメネズミはそれぞれ 2個体以上であるこ 
・ヤマネ、ヒメネズミとも巣作り材料の運搬に頻繁に利用していること  
・特にヒメネズミが森との導入路（FEP 管）の中を利用して森と行き来していること 
・朝、明るくなった時間にもヒメネズミが利用 
・昆虫類（クモ類、ザトウムシ、ガガンポ、クサキリ類など）が多く行き来などに利用 
・概ね 10月 9 日（2018 年、13.5℃）、10 月 11 日（2020 年,15.8℃）にヤマネの利用は終わっており、それ以後
冬眠している可能性がある。 
 

 

 

 

 

 
 

          二ホンヤマネ 2個体が利用                ヒメネズミ 2個体が利用 
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（２）アニマルパスウェイの設置支援 

  ①7 月８日  尾鷲の高速道路下の新型アニマルパスウェイ（担当官が三重のわと命名）をヤマネが利用 

この日、フィールドカメラを確認されたコンサルさんより、6 月 1日に新型のアニマルパスウェイ（本年 3月設

置）をヤマネが利用した映像が送られてきました。 

長年関わってこられた湊会長、饗場理事はじめ考案された岩本理事らも大変よろこばれました。今後も継続し

た利用がされると良いと思います。これを踏まえ、新たな展開について 8月 1日に開発メンバーで話し合いを

実施。その後国交省とも相談してさらに進める予定です。 

8 月 5日 尾鷲の APWについては設置場所の移動なども含め、小田理事が DWI に出向き、交通省やコンサ

ルに対し、DWI メンバーとともに相談・アドバイスをされました。現在 3基設置され、植林も行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           新しい方式のアニマルパスウェイ        6 月 1 日ヤマネの利用を初確認 

②4月 20 日  富士スバルラインや富士山周辺道路に関する意見書発出 
当会を含む 5団体名で山梨県に富士スバルラインの遺伝子データ分析結果や富士山周辺道路のロードキル
要因解析結果により、アニマルパスウェイ設置に関する意見書を提出しました。特にスバルラインについては
登山電車構想案も 2月に発表され、益々ニホンリス、ヤマネ、ヒメネズミなどの樹上性野生動物にとってバリア
となる可能性が高いので、日本の象徴として、保全策を早々に講じて頂ければと考えています。 

③6 月 14 日、8月 11 日  富士スバルラインへの APW設置について道路公社や県各部署と打ち合わせ 
湊会長から 4月 19 日に山梨県知事あて富士山スバルライン等におけるアニマルパスウェイ設置等の意見書
を提出したところ、スバルラインを管理する道路公社より道路部長以下 3名の方が 6月 14日に（一社）ヤマネ
・いきもの研究所に来られまして、当方は共同提出者の富士山アウトドアミュージアムの舟津代表と、湊会長、
饗場理事、代表理事が対応しました。各共同提案団体の説明とアニマルパスウェイやヤマネなどの利用動物
の紹介、ロードキルとその要因解析結果の現状、遺伝データ解析などを説明しました。 
道路部長から設置場所の提案要請や積雪、つららの安全性などの質問が有り、今後実証も含めた検討をされ
るとのことでした。主な設置点候補を上げましたので、8 月以後巣箱調査や食痕調査などを実施する予定でボ
ランティアも決まっていたのですが、緊急事態宣言、蔓延防止処置で実施延期となりました。これに用いる巣箱
は、実施が延期となった大成建設の巣箱づくりのために用意した材料を利用させて頂き、代表理事らが製作し
ました。富士山や白州町に設置しました。今後も必要です。 
 

 

 

 

 

  

         製作した巣箱の一部            道路公社・山梨県との打ち合わせ 
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④12 月 15 日および 3月 16 日 富士スバルラインへの巣箱架けを実施 
2015 年より富士山スバルライン周辺の調査を実施し、道路による樹上性動物であるヒメネズミに対するバリ
ア効果がなどの遺伝子調査で明らかになりつつあります。 
そこで、アニマルパスウェイの対象としているヤマネやニホンリスの調査も行うべく、スバルライン周辺へ本年
度は 80 個の巣箱設置を行い、生息ならびに分断の影響調査を開始しました。 
 

 

 

 

 

 

 

     スバルラインで巣箱を運ぶ                       設置 

⑤3 月 22 日 南アルプス（北杜市白州町）の森に巣箱架け実施 
3 月 22 日には積雪の中、白州のサントリー蒸留所の近く森（山梨県保有地）にヤマネの巣箱架けを 5名で行
い 30個の巣箱を設置しました。アニマルパスウェイの設置も検討する予定です。ボランティアの方も来てい
ただき、今後の設置・調査活動も継続予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      積雪の中での巣箱架け                   架けた巣箱 

５．当会関連のメディア掲載について 

 ①4 月 8日 YBS（山梨放送）にて佐藤教授と湊会長出演 
山梨放送（YBS）から富士スバルラインのヒメネズミ等への影響についての取材が有り、4月 8日に放送され
、youtube に UP されました。福山大佐藤先生と当会湊会長がお話しされてます。 
 

②5月 10 日、11 日 文化放送の SDGs の番組、湊会長が出演 
SDGs かるたのお話をされました。⇒こちら DWI の HP 

③5 月 13 日 テレビ東京 どうぶつピースに帯広市のアニマルパスウェイが登場しました。 
主役はアルビノのエゾリス探しの中でのことでした。帯広畜産大の浅利先生と柳川先生が出演されました。 

④5 月 20 日 山梨日日新聞 小中学生新聞「こぴっと」にアニマルパスウェイとヤマネが紹介。 
当会から写真を提供しました。また漫画でヤマネの不思議が紹介され、その作家の清水アイさんに、アニメの
原作を漫画化していただきました。 

⑤高速道路と自動車 第 64 巻 第 5号（2021 年 5月） 
日大の押田准教授が自然と人が強制する架け橋「アニマルパスウェイ」を執筆されました。 

⑥6 月 30 日   FNN プライムネットの今泉忠明先生の緑の回廊のお話に 
「ざんねんないきもの」シリーズで著名な動物学者今泉忠明先生が、FNN プライムネット 
でフジテレビの藤村さおりアナウンサーのインタビューを受けられており、「分断化 

  

 
 

https://www.yamane-ikimono.org/news/2021/%e3%80%90%e3%83%a1%e3%83%87%e3%82%a3%e3%82%a2%e5%87%ba%e6%bc%94%e3%80%91%e6%96%87%e5%8c%96%e6%94%be%e9%80%81-sdgs-voice/
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された自然林を緑の回廊でつなぐ」というテーマを話されています。 
アニマルパスウェイも森と森を繋ぐ動物の通り道として、写真とともに紹介されました。 
⇒こちら 

⑦7 月 8日  清水建設、ＡＰＷをイオビット社発行のみらいいに掲載 
小松理事によると、アニマルパスウェイ研究会メンバーの清水建設はイノビオットという教育等を行っている会
社から、当社のグリーンインフラの取組等についてインタビューを受け、その中でアニマルパスウェイについて
も紹介をいたしました。 
同社が作成している教育プログラム「みらいい」に、清水建設のグリーンインフラ等の取り組みについて紹介し
、その中で、アニマルパスウェイについても紹介されました。 
みらいい⇒こちら 

⑧10 月 31 日 TBS【やってみようよ SDGs 地球を笑顔にする TV】 
にてアニマルパスウェイが放送 
TBS【やってみようよ SDGs】地球を笑顔にするテレビにて、湊会長が北杜市のアニマル 
パスウェイを「陸の豊かさも守る」という SDGsNo,15 の活動として紹介されました。 
なお、放送は関東域、その他の地域の方は TVer、TBSFREE、GYAO で見られた。 

⑨土木施工 11 月号に小松理事がシミズの「グリーンインフラ＋（PLUS)」執筆 
本内容の中でアニマルパスウェイを紹介頂きました。（内容記事は会員 HP に掲載済） 
 

６．表彰 

11 月 1日 北杜市善行表賞を受賞 

   北杜市とは故白倉元市長に公道上にアニマルパスウェイ建設のご尽力を頂いて 2007 年にアニマルパスウェイ
の北杜市 1号機からのお付き合いですが、2015 年より毎年、当会制作の絵本小冊子「ヤマネのマルくん南の
森へ」を市内の小学生に贈呈しております。その活動に対しの当会と小学生や市民に出前やリモートで環境教
育をされているヤマネ・いきもの研究所が「市の善行表賞」として表彰いただける事になりました。北杜市在住
の湊会長と饗場理事が出席し、受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

         北杜市より善行表賞を受賞                   饗場理事と湊会長（DWI 前にて） 

７．会の運営の基盤強化 

（１）SNS の活用 
5 月により Youtube に「知ってるつもり？ アニマルパスウェイと野生生物の会」を掲載 
小林理事が制作担当頂きましたアニマルパスウェイ関係の映像を公開することになりました。早 
速、アニマルパスウェイの Youtube チャンネルにモニター映像や利用動物紹介映像を投稿しました。 
下記アドレスです。スマホでは、QR コードからアクセス可。https://youtu.be/wnTBmUavOrQ 
8 月 16 日 知ってるつもり「ヤマネ」編を公開(youtube)知ってるつもり？「ヤマネのこと教えて！」動画を 
公開しました。 
シリーズ４作目です。可愛いヤマネのことが、３分間でわかります。是非、ご覧ください。音声が入っていますので、
音量にご注意ください。スマートフォン等をお持ちの方は、ＱＲコードから。（小林理事制作） 

 

  

https://news.yahoo.co.jp/articles/41acfcde4fbfa81350258730f96d77568a30d90e/images/000
https://miraii.jp/sdgs-activities-3
https://youtu.be/wnTBmUavOrQ
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          知ってるつもり                            Youtube の QR 

（２）樹上性動物保全のための自販機の普及などによる寄付 
岩本理事、小田理事はじめ皆様が尾鷲に出張し新たなアニマルパスウェイを提案協力したことで、DWI より当会に
寄付が有りました。また一般の方からも 6万円の寄付があり、その他つながる募金や自販機などでの毎月の寄付
により当会活動は大変助かっています。 

 （３）会員の増強：2020 年度に比して 

  2022 年 4 月現在で正会員 2名、一般会員 7名が新規入会、正会員 2名（お 1人はご逝去）が退会され 

  ました。 

 （４）助成  

当会の活動は公益信託経団連自然保護基金による助成を頂戴しており、活動が成り立っています。感謝致します 
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８．実施結果（日程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 イベント 場 所 主 催 

4 月 15 日 2020 年度監査 所沢 ApWA 

4 月 20 日 アニマルパスウェイ提案意見書（山梨県）   ApWA 他 3 団体 

4 月 23 日 理事会、決算、本年度事業計画 Web 会議 ApWA 

4 月 30 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

5 月 9 日 懇談会 Web 会議 ApWA 

5 月中旬～9 月 北杜市チェック、モニタリング 現地 ApWA 

5 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

6 月 14 日 富士スバルライン打ち合わせ DWI ApWA 

6 月 19 日 道路生態研究会 高速道路調査会 道路生態研究会 

6 月中旬 第 10 回通常総会/               アニマル

パスウェイ研究会/情報交換会 

郵送/Web ApWA 

6 月～10 月 北杜市 APW1，2 号機の検証 北杜市 ApWA 

6 月 30 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

7 月 8 日 絵本小冊子を北杜市教育委員会に寄贈 北杜市役所   

7 月 9 日 アニマルパスウェイのアニメ打ち合わせ DWI ApWA 

7 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

8 月 1 日 尾鷲 APW 打ち合わせ   DWI 

8 月 1 日 情報交換会（富士スバルラインへの APW提案） Web 会議 ApWA 

8 月 5 日 尾鷲 APW へのコンサル（小田理事出席） DWI DWI 

8 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

9 月 8 日 エコプロ展出展説明会 Web 会議 日経新聞社 

9 月 22 日～29 日 ICOET2021（園田理事参加） Web 会議   

9 月 30 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

10 月 15 日 理事会 Web 会議 ApWA 

10 月 31 日 【やってみようよ SDGs】にて APW 放送 TBS テレビ TBS 

10 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

11 月 1 日 北杜市善行表彰受賞   北杜市 

11 月 7 日 野生生物と社会学会 Web 会議 学会（金沢大） 

11 月 18 日 富士スバルライン打ち合わせ 県庁 山梨県 

11 月 30 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

12 月 6 日～10 日 エコプロ展準備・出展：生物多様性コーナー 東京ビッグサイト 日経新聞社 

12 月 15 日 富士スバルラインへの巣箱架け 富士河口湖町 ApWA 

12 月 17 日 情報交換会（西講師） Web 会議 ApWA 

12 月 18 日 道路生態研究会（環境省保護官事務所等の紹介） Web 会議 道路生態研究会 

12 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

1 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

2 月 18 日 野生生物と交通研究発表会共催予定 札幌 DEC 

2 月 20 日 情報交換会（海外発表、尾鷲 APW の現状など） Web 会議 ApWA 

2 月 28 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

3 月 9 日 次年度クラウドファンディング打ち合わせ   ApWA 

3 月 16 日 富士スバルラインへのヤマネの巣箱架け 富士河口湖町 ApWA 

3 月 22 日 北杜市白州町へのヤマネの巣箱架け 白州町 DWI 

3 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行   ApWA 

一般社団法人 アニマルパスウェイと野生生物の会 事務局  

info@animalpathway.org 
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